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とであろう。その一方、それよりも時代を遡り、1900 年代から 1920 年代にかけての一世作家たちの
中でも、英語でアメリカをはじめとした欧米の読者に向け、作品を発表した作家たちがいた。また二
世作家たちは、両親が日本人であり自身は二世として、両親の日本語社会とアメリカの英語社会の間





リカ人の文学活動の歴史的変遷―1880 年代から 1980 年代にかけて』（風間書房、2013）を参照されたい。  
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あった。ヨネ・ノグチ（野口米次郎）（1875-1947）が、『日本少女の米国日記』（The American Diary 
of a Japanese Girl）（1902）（以下『米国日記』と略す）を出版し、それがアメリカの文壇において
かなりの話題となったのには、英文の推敲、添削を行ったレオニー・ギルモア（Leonie Gilmore）
（1873-1933）の力が大きい。また『武士の娘』（A Daughter of the Samurai）（1925）が代表作となっ
た一世世代の作家エツ・スギモト（杉本鉞子）（1873-1950）については、彼女が執筆する際、その傍
らに寄り添って、激励し英文を添削したのは、彼女の親友フローレンス・ウィルソン（Florence Wilson）
であった。また出版への助力を与えたのは作家、編集者であったクリストファ ・ーモーリ （ーChristopher 
Morley）（1890-1957）である。加えて、二世作家のパイオニア的存在の一人、トシオ・モリ（Toshio 
Mori）（1910-1980）を励まして『カリフォルニア州ヨコハマ町』（Yokohama, California）（1949）の

















                                                     
2 R.L. Barth, ed., Dear Miss Yamamoto: The Letters of Yvor Winters to Hisaye Yamamoto（Ardmore: Fifth Season 
Press,1999）. 
3 ギルモア自身の来歴、教育、そしてノグチとギルモアの関係については、Edward Marx, Leonie Gilmour: When 
East Weds West （Santa Barbara and Matsuyama: Botchan Books, 2013）、ノグチと英米の詩人たちとの交流、影響
関係については、堀まどか『「二重国籍」詩人 野口米次郎』（名古屋大学出版会、2012）を参照されたい。  
4 水野、『日系アメリカ人の文学活動の歴史的変遷』、第 5 章を参照。  
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何らかの影響が与えられたことも否めない。例えば、ノグチが作品を発表した 1890 年から 1900 年代





























英語や英文学に関心が高く、彼は自伝『ヨネ・ノグチ物語』（The Story of Yone Noguchi: Told by Himself）
                                                     
5 ノグチの伝記的事項、作品については、主に堀、『「二重国籍」詩人 野口米次郎』、Edward Marx, Yone Noguchi: 
The Stream of Fate, vol.1（Santa Barbara and Matsuyama: Botchan Books, 2019）を参照した。 
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名な詩人の作品からも学びながら、詩作を行っていった。第一詩集『明界と幽界』（Seen and Unseen, 
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15。 
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2007 年 3 月、123-143; 亀井俊介『ヨネ・野口の英文著作（ヨネ・ノグチ英文著作集―詩集・小説・評論 別冊
日本語解説）』（エディションシナプス、2007）; Edward Marx, afterword to The American Diary of a Japanese Girl. 
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ス』・モーニング・グローリー」『人文研究：神奈川大学人文学誌』162 巻、2007 年 9 月、87-123; 星野文子『ヨ
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しての The American Diary of a Japanese Girl」『和洋女子大学紀要』第 58 集、2018 年 3 月、25-36. 
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Luther Long）（1861-1927）の短編小説「マダム・バタフライ」（“Madam Butterfly”）（1898） に描
かれるような、若くか弱い日本人娘が来日した白人男性と恋に落ち結婚を誓うが、最終的には遺棄さ
れるという型のストーリーを指す10。また日本人女性と白人男性、もしくは日本人男性と白人女性と
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駆けとなる作家の一人である16。彼女は『婦女の鑑』を『読売新聞』に、1889（明治 22）年 1 月から




                                                     
12 菅野則子「望まれる女性像―『幼学綱要』・『婦女鑑』を中心に」『帝京史学』26 号、2011 年 2 月、141-169。  
13 同上、152。 
14 岩淵宏子、北田幸恵編著『はじめて学ぶ日本女性文学史（近現代編）』（ミネルヴァ書房、2005）、11-13。 
15 片岡懋「三宅花圃についての一考察―明治 20 年代の作品を通して」『駒沢短大国文』2、1971 年 12 月、70-83。  
16 岩淵、北田、『日本女性文学史』、13-15。 
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彼女は『米国日記』の「渡航前」（“Before I Sailed”）の 10 月 27 日の箇所で、アメリカの雑誌から女
性のドレス姿の絵や写真を切り抜き、どのように洋装を着こなすべきか思案している。「それらの写
真は、メリケンが女性の国だっていうことを示しているの、だから、ほとんどが女性の写真ばかりだ
と思うのね、私はこれを見てロングスカートの着こなしを学んだのよ。」（“The pictures―Meriken is a 
country of woman; that’s why, I fancy, the pictures are chiefly of woman―showed me how to pick up the long 
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―Many a year I have prayed for something more decent than a marriage offer./ I wonder if the generous 
destiny that will convey me to the illustrious country of “woman first” isn’t the “something.”/ I am pleased 











                                                     
17 Yone Noguchi, The American Diary of a Japanese Girl, eds. Edward Marx and Laura E. Franey （New York: Frederick 
A. Stokes, 1902; Philadelphia: Temple University Press, 2007）, 6. Citations refer to the Temple University Press edition. 
18 Etsu Sugimoto, A Daughter of the Samurai（New York: Doubleday, Page and Company, 1925） , 136; 杉本鉞子著、
大岩美代訳『武士の娘』（筑摩書房、1994）、161-162。  
19 永井荷風「男学生を監督する米国の女学生気質」『婦人世界』、1909 年 8 月 1 日。ここでは『荷風全集』第
30 巻（岩波書店、1995）、3－7 を使用した。  
20 Noguchi, The American Diary, 7. 
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性は驚くべき魂を持っているのよ。私は私の選ぶ通りにふるまう。私は笑いたいって思ったとき
に、母に許しをもらうまで待つなんてしないわ。（The Jap “gentleman”―who desires the old 
barbarity―persists still in fancying that girls are trading wares./ When he shall come to understand what 
is Love!/ Fie on him!/ I never felt more insulted than when I was asked in marriage by one unknown to 
me./ No Oriental man is qualified for civilization, I declare./ Educate man, but―beg your pardon―not the 
woman!/ Modern gyurls [sic] born in the enlightened period of Meiji are endowed with quite a remarkable 
























メリカ女性はウマルとチキンサラダは避けて通れないんだよ。」（“American woman can’t keep away 
from Omar and chicken-salad.”）24と言い、アメリカ女性のハイヤームと彼の著作への興味を述べている。 
                                                     
21 Ibid. 
22 Ibid., 26. 
23 Ibid., 62. 
24 Ibid., 65. 
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本に帰国する計画も立てていたという26。さらには 1903 年 5 月頃からはまだ無名の作家ゾナ・ゲール
（Zona Gale）（1874-1983）とも友人以上の親密な関係にあった。ゲールとは、ノグチ帰国後も交流
が続き、彼女の処女作『幻島ロマンス』（Romance Island）（1906）を 1929 年に翻訳出版するなど、
文学を通じた絆を育んでいた27。 
ここでは『米国日記』執筆時期に焦点を当てるため、特にその時期の書簡である渥美育子編『ヨネ・
ノグチ英文書簡』（Yone Noguchi Collected English Letters）（1975）28をてがかりとしよう。まずこの
書簡資料には、1898 から 1890 年までのパーティングトンとの書簡が収められている。渥美によれば、
ノグチは 1898 年 10 月に彼女と出会い、その時彼女は特に演劇を取材する『サンフランシスコ・コー
ル』（San Francisco Call）のリポーターであった。1898 年 10 月 11 日に、イースト・オークランドの
住所から、ノグチはパーティングトンに初めての手紙を書いている。そこで彼女のことを、自分の内
                                                     
25 堀、『「二重国籍」詩人 野口米次郎』、90。  
26 同上、91。  
27 同上、90-91。  
28 Ikuko Atsumi ed. Yone Noguchi Collected English Letters （Tokyo: The Yone Noguchi Society, 1975）. 
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性らしい判断と知恵で直してもらえないだろうかと思っています。（I think that you are so bright 
and full of good judgements.  I am such a writer without good grammer [sic] and spelling.  How I wish 
to know and have a fine adviser and “sympatica [sic]”!/ I can find my two poems in the book that I left to 










いて、1899 年 9 月 5 日の書簡で、「君は僕たちの間の感情の違いをよく見るべきだ。君の仕事はただ
余暇時間を費やすぐらいのもの、僕の仕事は毎日全ての時間を費やす仕事なんだ。」（“You must see the 
difference of our feeling with it―your working on it being simply a pleasure, my working being a whole work 
of everyday.”）31と述べている。その書簡にパーティングトンが何らかの反論をし、それに対してノグ




『エグザミナー』に売れるよ！（I don’t mean to against your desire and idea.  Just I appeal to your 
good judgement and fine common sense.  Is it not better to publish the diary in newspaper?  Suppose 
we will sell it to the Examiner!）32 
 
作品を直してほしい、その助力を得たいことで必死であるという陰に隠れて見落としがちであるが、
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れたようである。その満足感を 1901 年 4 月と考えられる書簡で、ノグチは次のように述べている。 
 
   次の三章を送ります。ねえ、これらを君の考えにしたがって直してくれないかな。この恐ろしく
長いパラグラフを短くしても良いかもしれない。（中略）とにかく君の考えにしたがって整えて
くれないだろうか。（Here are next three chapters.  Say, listen, can’t you fix them according to your 
own idea?  I think that you would better make those horribly long paragraph more [sic] shorter .... 









受けて、その後 1901 年 7 月、ノグチはギルモアに謝罪した。 
 






で「狭量」な。（Awfully, awfully, awfully sorry! did I give you such a pain?  Please say no!  I didn’t 
mean xxx [sic] well, never mind, I can’t take back what I said other night.  Now you will see that a 
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brown Jap cannot be equipped with the very quality to be a gentleman.  Here in this country “gentleman” 
is one who knows how to praise（no matter be truth or―）, isn’t it?  American gentleman is so charming, 










させたくない。（Once more of your story.  You defend of the woman who shall marry again ― all right.  
You have a very good sympathetic opinion.  But I have another.  I firmly believe that any woman or 
man can’t allowed to be so indulging in matrimony.  I don’t think that people can change husband or 

















た。1900 年の 6 月 19 日付け、ノグチから友人のチャールズ・スタッダード宛書簡には、ワタンナと
                                                     
35 Ibid.,58. 
36 Ibid. 
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女性だからね。（She is a half caste woman with the name Onoto Watanna; her mother was Japanese, 
father being an English; she herself being very bright writes now and then very clever short stories for 


























                                                     
37 Ibid.,44. 
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38 羽田、『ジャポニズム小説の世界』、63-86。 
39 野口米次郎「私の最も魅せられた英国の一婦人」『婦人画報』193 号、1922 年、29-30。 
40 同上、30。 
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eternally lamentable Ichiyo Higuchi（Ichiyo being her pen name with the solitary meaning of ‘single leaf’）











                                                     
41 水野真理子「翁久允の思想（15）」『綺羅』42 号、2017 年 12 月、45-47。 
42 水野真理子「小寺菊子と翁久允―文学を通じた交流」『とやま文学』36 号、2018 年 3 月、153-59。 
43 Yone Noguchi, “Modern Japanese Women Writers,” The Critic New Series: A Weekly Review of Literature, Art and 
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44 Ibid.,429. 
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